


大屋根　ぽぽろ～ど

平成２２年度秋田大学公開講座

中世ヨーロッパの世界
王と貴族そして西洋諸国の原風景

〔講座日程〕 ※11月３日(水)は祝日のためお休みとなります。御注意下さい。
期　　日 時　　間 講 義 題 講義概要

第１回 10月6日(水)
18:30～20:10
（18:30～18:40
　開講式）

序　章

「中世」とはいつから、
いつまでか？

　講座をはじめるにあたって、皆さんが「中世」や「ヨー
ロッパ」という世界について、どのような印象を抱き、何
を連想するかなどを確認し合いたいと思います。それを通
じて、「中世」とよばれる時代に起こった主要な出来事を
学びつつ、今回の講座の全体像を示します。

第２回 10月13日(水) 18:30～20:00
民族移動と建国ラッシュ

西洋諸国の母体は
いかにして生まれたのか？

　現在の西ヨーロッパに引かれた国境線や民族分布は、11
世紀頃に定まったといわれています。そのころ、西欧各地
にいくつもの王国が生まれた背景には、どのような出来事
や事件があったのでしょう？　私たちもよく知る英国やフ
ランス、ドイツといった国ぐにの原点は、どこにあるのか
を考えます。

第３回 10月20日(水) 18:30～20:00

封建制度の仕組み

王はどのように
国を治めたのか？

　11～12世紀ころ生まれたばかりの西欧諸国においては、
王と貴族または貴族どうしが主人と家来の契約を結び、か
れらが御恩と奉公の契約を果たすことで、国が治められて
いました。このような「封建制度」の仕組みを、いまの私
たちが生きる国のあり方と比較しながら、探っていきたい
と思います。

第４回 10月27日(水) 18:30～20:00

お城の盛衰

王や貴族はどこで暮らし、
政治をし、裁いたのか？

　中世ヨーロッパの王や貴族はどのような場所で生活を
し、また政策を決定し、裁いていたのか？ここでは、当時
の王侯貴族の活動の拠点であった「城」を取り上げます。
「城」の研究の難しさをふまえつつ、その成立・発展・衰
退から、中世ヨーロッパ世界の変容の姿をかいま見ること
ができるでしょう。

第５回 11月10日(水)
18:30～20:10
（20:00～20:10
　閉講式）

幾重にもかさなる法

法やルールはどのような
形をとったのか？

　中世ヨーロッパ社会では識字率がきわめて低く、王や貴
族といえども、文字の読み書きができる者はごく少数でし
た。それでは、社会生活を律する法やルールはどのように
決められ、人々はそれらをいかなる方法で知ったのか？
また裁判の手順とは？　法という観点から、中世ヨーロッ
パ社会の特徴を探ります。

〔会場案内図〕

※お車でお越しの方は、カレッジプ

ラザ内立体駐車場をご利用下さい。

公開講座開催期間中は無料で利用す

ることができます。ただし、高さ

1.5 メートルを超える車は利用でき

ませんので、ご了承ください。その

場合は、恐れ入りますが周辺有料駐

車場をご利用くださるようお願いい

たします。


